
平
成
二
十
七
年
度
　
公
益
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
速
報
会



平成 27 年度公益財団法人山形県埋蔵文化財センター発掘調査速報会

発掘やまがた最前線 2015
主催 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
共催 山形県教育委員会
後援 山形市教育委員会
日時 平成 28 年 2 月 28 日（日）
会場 山形県生涯学習センター遊学館
 　1 階ギャラリー 遺物展示
 　2 階ホール 受付・パネル展示・速報会

次第 12：00 開場
 13：00 開会の挨拶
　 13：10 特別報告
   「山形城本丸・二の丸跡の発掘調査」
  　　 　山形市教育委員会
 13：40 平成 27 年度調査事業の概要説明
 13：50 調査報告
  　 　（1）押出遺跡第 6 次
  　 　（2）羽黒神社西遺跡第 2 次
 14：30 休憩・出土品見学
 14：50 　（3）上竹野遺跡
   　（4）山形城三の丸跡第 16 次
   　（5）山形城三の丸跡第 17 次
   質疑応答
 16：00 閉会

平成 27 年度山形県埋蔵文化財センター発掘調査遺跡一覧
遺跡名 調査

次数 所在地 時代 調査
面積

調査
日程 起因事業

押出遺跡 第 6次 高畠町
大字深沼 縄文 125㎡ 11/2 ～

12/25
東北中央道（南陽高畠山形上山）
に係る付け替え水路工事

羽黒神社西遺跡 第 2次 村山市
大字名取 縄文・平安 3,400㎡ 5/25 ～

11/20 東北中央自動車道（東根～尾花沢）

上竹野遺跡 大蔵村
大字清水 縄文・弥生 3,650㎡ 6/1 ～

11/13 一般国道 458 号道路改良

馳上遺跡 第 7次 米沢市
大字川井 古墳～中世 600㎡ 11/2 ～

11/20
道の駅「（仮称）よねざわ」
建設事業

山形城三の丸跡 第 16 次
山形市
大手町
城北町

奈良～近世 1,400㎡ 6/5 ～
12/4 一般国道 112 号霞城改良

山形城三の丸跡 第 17 次 山形市
旅篭町 奈良～近世 1,339㎡ 5/25 ～

11/12
山形広域都市計画道路事業
3・2・5号旅篭町八日町線

表示写真：上段より押出遺跡・羽黒神社西遺跡・上竹野遺跡・山形城三の丸跡第 16 次・同第 17 次

熊野岳
須川

西吾妻山

飯豊本山

横川

朝日岳

寒河江川

湯殿山

羽黒山

赤川

最上川

飛島

荒瀬川

鳥海山

月山

蔵王連峰

羽黒神社西遺跡

山形城跡

上竹野遺跡

押出遺跡
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　山形城本丸西堀跡は、霞城公園の旧野外音
楽堂前周辺にあった本丸堀を指します。本丸
堀は明治時代に埋め立てられ、その姿はよく
わかりませんでした。絵図によると西堀は途中
で屈曲し、その部分に埋

うずみもん

門があったと考えられ
ます。
　埋門の跡は旧陸軍時代の改変などで確認で
きませんでしたが、 堀をはさんだ二の丸側に
埋
うずみもんどばし

門土橋が見つかりました。長さ約 17m、幅
約 13m、堀底からの高さ最大約 3.5m の舌状
の土橋で、元々の地盤を掘り残したものです。
すそに石垣はなく、 土

ど は

羽（土壁） 仕上げで、
保存状態は良好です。しかし、最上部は削ら
れ通路は明らかにできませんでした。土橋上
面には井戸跡・土坑・溝跡などがありましたが、
江戸時代初期の最上氏時代の遺構と考えられ
ます。
　西堀跡の埋門屈曲部の南側から崩落石垣が
見つかりました。この石垣は一部の絵図にし
か描かれませんが、埋門を監視する櫓

やぐら

の土台
石垣と考えられます。 矢

や あ な

穴や欠きこみ補修跡
が残る石垣で、 江戸時代後半（18 世紀後半
～）の技法が認められます。周辺からは黒瓦
の 鯱

しゃちほこ

（尾部）が出土しました。崩落石垣の上
部土塁に櫓が存在したことを示す貴重な発見
です。
　本丸御殿は、山形城の本丸にあった中心的

な建物です。御殿跡中央部では井戸跡を検出
しました。直径が約 2.5m で確認面からの深さ
は約 2.5m ありました。 井戸跡に石組はなく、
川原石が廃棄され、さらに大量の瓦が捨てら
れていました。瓦はすべて黒瓦で、少量の金
箔瓦のほか、 軒

のきがわら

瓦の文様から少なくとも２時
期の瓦群が混同して廃棄されたものと推測され
ます。御殿の絵図にはいくつかの井戸が示さ
れていますが、今回調査した井戸跡と絵図が
重なるのか今後検討が必要です。

（山形市教委　五十嵐貴久）

本丸御殿跡の井戸跡から出土した金箔瓦（軒平）。
最上氏時代のものと考えられます。

本丸御殿跡の井戸跡とその検出状況です。礫と
瓦が集中して廃棄されています。

本丸御殿跡及び本丸西堀・西土塁跡の調査区

−近世大規模城郭の
調査成果−



　山形城の二の丸の発掘調査は、主に南側の
エリアで実施されております。
　二の丸平坦部での調査は様々な成果があり
ますが、 最近のトピックは 16 世紀末から 17
世紀初頭（近世初頭）に行われた城郭の大規
模改修時の金属生産遺構がみつかったことで
す。小規模ですが鉄を溶かすための炉跡のほ
か、燃料の炭、炉壁、フイゴの羽

は ぐ ち

口などが出
土しました。
　二の丸土塁では、公園園路の整備に伴って
調査が行われています。その結果、それまで
は土中に埋もれて姿が見えなかった隅櫓の石
垣が発見されました。南東隅の巽

たつみやぐら

櫓と南西隅
の 坤

ひつじさるやぐら

櫓 の石垣です。これらの石垣は、 土塁
の頂上に築かれていました。坤櫓の場合、検
出されたのは最大で高さが 1.4m、石材３段分
でした。江戸時代の城絵図によると本来の高
さは最大で約 2.5m あったことになりますので、
半分以上が失われていたことになります。また、
櫓や土塁への昇降のための階段である雁

が ん ぎ

木も
二の丸南門エリアで検出されています。このよ
うな石垣の調査の結果、現在二の丸に現存し
ている東西南北 4 ヵ所の城門石垣と隅櫓石垣
の構造が大きく異なることがわかりました。隅
櫓石垣は、土塁上に積まれているため高さが
２m 前後ですが、城門石垣は堀から立ち上が
るので 10m 以上あります。また隅櫓石垣の加
工特徴は、隅角石が算

さ ん ぎ づ

木積みの傾向を示して
いますが規格化されず、石の割り方は矢穴を
用いて割るのではなく、おそらく玄

げんのう

翁という金
槌の一種で割っています。城門石垣は、算木
積みが完成されており、 矢穴をあけて石材を
割っており、表面にノミによる調整が入ってい
ます。このように、主に加工度を比較すると隅
櫓石垣より城門石垣の方が加工度が高いと言
えます。石垣の築造年代は、双方の石垣とも

に元和８年（1622）に山形城主となった鳥居
氏以降だと考えられます。

（山形市教委　齋藤仁）
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金属生産遺構です。炉跡が 2 基検出されました。

坤櫓石垣です。手前に見えるのが、雁木（階段）です。

南大手門雁木です。下斜面の一部分が検出されま
した。

−発見された工房と
石垣−



　押出遺跡の第 6 次調査は、これまでの調査
区より 11m ほど南の位置で行いました。第 1
～ 4 次調査で見つかった盛土遺構や打ち込み
柱・杭などが、今回の調査区でも確認されま
した。 盛土遺構とは、よそから持ち込んだ土
や砂・粘土などを積み上げてマウンド状に造
成したものです。 遺跡の立地する、 大谷地と
呼ばれる湿地の西側だけでなく、 南側にも盛
土遺構が作られたことが分かりました。
　盛土遺構の周囲には、当時使われた土器や
石器が多数廃棄されていました。また、 盛土
遺構は 2・3 基が隣り合っていますが、それら
の間が当時の廃棄物や土によって埋まってしま
い、最終的には一つの盛土として利用したよう
です。
　 盛 土の内部・ 周 囲には多 数の柱、 あるい
は杭が打ち込まれています。これらの性格は、
住居の壁や柱とする説と、 盛土を安定させる
ための土留の杭とする説があります。 深いも
のでは 2m に達する場合もありますが、多くは
80cm 下方から始まる硬い粘土層を目指して打
ち込んだようです。
　出土した遺物には、縄文土器・石器・木製
品などがありますが、特に注目されるのは鼓

つづみがた

形

押
おん

出
だし

遺跡 第 6 次 −あざやかな漆塗り土器− 高 畠 町

の彩
さいしつ

漆土器です。ほぼ完全な形で出土しまし
た。全面に赤漆を塗り、その上に黒漆で渦巻
きなどの文様を描いています。また、上から見
ると円形ではなく、 角丸方形となっています。
この土器は関東地方の土器の器形・文様をもっ
ており、遠隔地との交流があったことを示すも
のです。これまで押出遺跡で出土した彩漆土
器にはなかった器形であり、大変貴重なものと
言えるでしょう。
　また、さらに 1.5m ほど深い層から縄文時代
早期の土器・石器などが出土しました。
　湿地のそばにどのような集落が営まれたの
か、 大きな謎ですが、 調査で得られた記録・
資料をもとに検討していくことになります。

（水戸部秀樹）

盛土遺構の断面です。砂や粘土が積み上げられてい
ました。

鼓形の彩漆土器です。赤色は退色が進みやすいた
め次第に鮮やかさが失われていきました。

盛土遺構の周囲には、土器や石器がたくさん廃棄さ
れていました。



　羽黒神社遺跡は、村山市の名取字清
し ず

水にあ
ります。遺跡は、河島山丘陵の東側に張り出
した舌状の丘陵地に位置しています。 
　昨年度の発掘調査では、縄文時代中期を中
心とする大量の土器や土偶、袋状土製品（土
笛）、打製・磨製石器とともに、フラスコ状土
坑や盛り土状遺構などの遺構が発見されまし
た。 今年度は、 昨年度設定した 3・4 区、そ
して南側の拡張区の 5 区と北側の拡張区であ
る 6 区の調査を行いました。
　 3・4 区では、合計 13 基の大小のフラスコ
状土坑、および遺物集中部と重複する盛り土
状遺構が 2 基確認されました。フラスコ状土
坑は、大きいもので深さ 2.5m 以上で幅 2m 以
上のものもありました。これらの土坑の大半は、
下から 3/4 程度まで意図的に埋められていま
した。埋め土の中からは、大量の木炭と、土
器や石器などの遺物が出土しました。埋め土
の中の木炭や遺物と、盛り土状遺構や遺物集
中部と周辺の焼土遺構との関係から、 盛り土
状遺構はフラスコ状土坑を掘った時の残土置
き場であり、そしてその残土を使って土坑を埋
めたあとに残った土である可能性が高いことが
わかりました。

羽
は

黒
ぐろ

神
じん

社
じゃ

西
にし

遺跡第 2 次 −フラスコ状土坑と
　　　掘立柱建物跡−

村 山 市

　フラスコ状土坑のなかには、完形で大型の
深鉢形土器 2 点と浅鉢形土器 1 点が出土した
ものや、底面にすだれ状の圧痕があるものな
どが確認されました。
　また、3 区では、1 間× 4 間の掘立柱建物
跡が 1棟確認されました。建物跡の内側には、
焼土遺構があり、また縄文時代中期の土器や
石器などの遺物も多く出土しました。 昨年度
まで、ヒトが住んでいた場所が不明でしたが、
今回の調査では、住居跡を特定することがで
きました。また、 北側の 6 区では、 数個の川
原石を丸く囲った石

いしがこいろ

囲炉も確認されました。
　今年度の調査では、昨年度と同様に、大量
の縄文中期土器や石器とともに、数点の土偶
や縄文早期の土器片も出土しました。今年度
は、縄文晩期の土器片も少数ですが出土しま
した。また、6 区の南側では、 墨

ぼくしょ

書された赤
焼土器（坏）1 点が出土した、楕円形の土坑
が 1 基確認されました。この土坑は、平安時
代のお墓であった可能性が考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　（大場正善）

今年度は、調査区の東側 3・4 区の遺構精査と、
南の 5 区と北の 6 区の調査を行いました。

3 区で発見された大型フラスコ状土坑は、深さ約
2.5m で、上部がすぼまり、床が広がっています。



3 区では、1 間× 4 間の掘立柱建物跡が 1 棟発見さ
れました。

3 区の西側で、フラスコ状土坑の残土が盛られ
た盛り土状遺構が発見されました。

3 区の大型フラスコ状土坑のなかには、深鉢形
土器が逆さに置かれているものがありました。

4 区でも、クロボク土層を覆う盛り土状遺構が
発見されました。

3 区東側にあるこのフラスコ状土坑の底面からは、
すだれ状の圧痕が発見されました。

6 区では、墨書された赤焼土器が出土した、平安時
代のお墓と考えられる土坑が発見されました。



　上竹野遺跡は、最上川へ合流する銅山川の
河岸段丘の西側に位置しています。時代は縄
文時代と弥生時代になります。
　遺跡は古くから地元の方に知られており、昭
和 29 年に山形大学などによる発掘調査が行
われています。また当遺跡から出土した弥生
時代の瓢

ひ さ ご

箪形土器などは県指定文化財になっ
ています。
　当調査では県内でも調査事例が少ない弥生
時代初めの竪穴住居跡が確認され、土偶など
祭祀遺物も出土したことが特に注目されます。
　調査では、弥生時代の遺構や遺物の他に、
縄文時代前期・中期の遺物や、後期の遺構な

上
うわ

竹
たけ

野
の

遺跡 −土偶を祭った弥生時代のムラー 大 蔵 村

ども確認されました。
　縄文時代の主な遺構ですが、１区の北側を
中心に後期後葉頃の竪穴住居跡が２棟、掘立
柱建物跡が１棟、捨て場や土坑などがありま
す。ST1 竪穴住居跡は直径約６ｍの円形の住
居跡です。中央には炉跡があり主に４本の柱
で上屋を支えていたと思われます。北側には
同じ時期と考えられるやや小型で楕円形状の
ST38 竪穴住居跡や４本の柱で構成される一
辺が約４ｍの SB95 掘立柱建物跡が確認され
ました。
　弥生時代の遺構ですが、弥生時代前期から
中期前半頃と思われる竪穴住居跡２棟や、捨
て場が 5 カ所にわたり確認されました。 ２区
の ST202 竪穴住居跡は直径が約８ｍと大型
で、覆土に大量の土器や石器が捨てられてい
ました。土版などの土製品も出土しています。

後期後葉の ST1 竪穴住居跡です。

小型の ST38 竪穴住居跡と SB95 掘立柱建物跡

北から見た調査区（手前より 1・２・3 区）です。



SF60 捨て場の土偶の出土状況です。隣からは黒色の壺が出土しています。

１区の SF136 捨て場を掘り下げたところ、 捨
て場の下に ST194 竪穴住居跡が確認されまし
た。石

いしがこいろ

囲炉が備えられています。３区の SF60
捨て場では、弥生土器が大量に廃棄されてお
り、 捨て場の底面近くからは赤彩が施された
土偶が出土しました。土偶は頭部は失われて
いるものの、その下はほぼ完全な状態で残さ
れていました。水平に安置されたような状態で
出土しています。

捨て場から出土した様々な弥生土器

　出土した遺物ですが、弥生時代の遺物が最
も多く出土しました。 弥生土器には、 煮炊き
に使用する甕

かめ

や深鉢、蓋
ふた

、食物などの盛り付
けに用いたと思われる鉢や高坏、貯蔵用と思
われる壺が見られます。石器では石

せきぞく

鏃、石
いしべら

箆、
磨
すりいし

石、凹
くぼみいし

石など縄文時代と同様の石器が使用
されています。
　次年度は引き続き弥生時代の竪穴住居や捨
て場の調査を行う予定です。　　（菅原哲文）

弥生時代の ST202 竪穴住居跡の遺物出土状況



　山形城三の丸跡の第 16 次調査は、三の丸
北側の国道 112 号に沿った区域を２箇所の
調査区に分けて行いました。M 区が城北町、
Ｐ区が大手町の調査区で、並行して調査を実
施しました。
　両区とも遺構が確認出来る土の面からは、
奈良・平安時代から近世・近代まで、各時代
の遺構や遺物が見つかり、人々がこの地に長
い期間にわたって暮らしてきた様子がわかり
ました。市街地の建物の跡地でしたが、現在
の地面から１ｍ程深かったため、後世の攪

かくらん

乱
を免れていたようです。
　遺構が最も多く見つかったのは、Ｐ区とし
た大手町交差点の近くの調査区で、近世の水
路と思われる石組み施設などが検出されまし
た。またそのさらに下からは、奈良時代の竪
穴住居跡も見つかりました。一辺が８ｍ程の
方形の大型住居跡で、カマドと言われる煮炊
き用の施設が検出されました。また城北町の
Ｍ区では石を組んだ井戸跡や動物の骨（馬
か？）が入った穴などが見つかりました。
　遺物としては、16 世紀末～ 17 世紀初頭
に愛知・岐阜県や佐賀県で焼かれた陶器類が
出土しました。中には完全に近い形のものも
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含まれており、最上氏の時代に関係した遺物
と思われます。その他に江戸時代の瓦や陶磁
器類などが、多数出土しました。
　江戸時代には武家屋敷となっていた一帯
は、古代から既にある程度の規模の集落が存
在しており、そうした集落を基盤に城下町が
形成され、近代の山形市街地につながったと
考えられます。今回調査した三の丸跡の北側
は、後世の開発があまり進まなかったため
か、土が厚く堆積しており、遺構や遺物が良
好な状態で残っていました。 （小林圭一）

左写真の下を掘ったところ、奈良時代（８世紀前
半）の竪穴住居跡北側のカマドが見つかりました。
住居の南側はコンクリートの下に潜っていました。

大手町交差点近くの P － 1 区では近世の石組みの
水路が検出されました。コンクリートの基礎の間
に水路が残っていました。

城北町の調査区の M 区から、石を組んだ井戸跡が
検出されました。

−街に眠る古代と
近世の暮らし−



　山形城は 14 世紀に斯
し ば

波兼
かねより

頼が築いたとさ
れる城郭で、 約 400 年前に最

も が み

上義
よしあき

光が拡張
工事を行い全国でも有数の大規模な城郭が完
成しました。 後に最上家が改易されると譜代
大名が短期間に国替えで入れ替わり、徐々に
石高を減らしていったことから、広大な城を維
持することが難しくなり、武家屋敷地であった
広大な三の丸内部は徐々に耕地化します。し
かし七日町口は三の丸の大手門であったため、
武家屋敷地として幕末まで存続しました。
　今回の調査は、 広域都市計画道路建設の
ために昨年度から引き続き実施されたもので、
1,339㎡を対象としました。
　三の丸の外であった 7 区からは、中世と思
われる竪穴建物跡や江戸時代の廃棄坑と思わ
れる遺構が検出されています。
　2 区では三の丸の堀跡を調査しました。正

山 形 市

8 区 SD39 大溝南端に川原石を積み上げた石組。

確な堀幅は確認できませんでしたが、15 ｍ程
度であると見られます。深さは現地表面から 2
ｍほどです。底から江戸時代中期以降の陶磁
器や瓦の破片が出土しました。中には堀の流
水によって流され、割れ口が摩耗したものも見
られました。
　8 区からも中世と思われる竪穴建物跡が見
つかりました。他にも近世初期とみられる東西
方向に並行した溝跡がありました。また、昨年
調査した幅 4m ほどの大溝の続きも確認しまし
た。南端は石組みが組まれており、東に曲がっ
ている可能性もありますが、近現代の撹乱によ
り削平され確認できませんでした。
　9 区では近世木

も っ か ん ぼ

棺墓などが検出されました。
　次年度も残りの調査区を発掘して昨年度の
調査成果も合わせて検討します。

      （齋藤健）

−三の丸大手門周辺−

8 区で検出された東西方向に並行する 2 本の溝跡。 9 区で検出された火葬骨が埋葬された木棺墓。

8 区で検出された中世の可能性が高い竪穴建物跡。
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